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短
大
が
初
の
Ｆ
Ｄ
研
修
会 

 

金
沢
学
院
短
期
大
学
の
第
一

回
Ｆ
Ｄ
研
修
会
＝
写
真
左
＝
は

自
己
点
検
評
価
活
動
の
一
環
と

し
て
三
月
十
四
日
、
５
号
館
で

行
わ
れ
、
教
育
方
法
や
授
業
の

改
善
に
つ
い
て
教
員
が
意
見
交

換
し
ま
し
た
。
文
科
省
は
教
員

の
「
組
織
的
研
修
」
を
大
学
・ 

 
答辞を読む早川さん 

自分の将来に投資 惜しむな  
 

石田学長から卒業証書・学位記を受ける金沢学院短大の卒業生代表＝石川厚生年金会館 

 

理
事
長
告
辞
（
抜
粋
） 

 

お
金
で
あ
れ
、
時
間
で
あ
れ
、

労
力
で
あ
れ
、
将
来
に
プ
ラ
ス

に
な
る
と
思
う
こ
と
に
積
極
的

に
投
資
せ
よ
。
出
し
惜
し
み
は

い
け
な
い
。
自
分
へ
の
投
資
を

惜
し
み
、
労
を
惜
し
み
、
学
ぶ

こ
と
や
創
造
す
る
こ
と
を
忘
れ

て
し
ま
っ
た
人
間
は
、
進
化
は

お
ろ
か
退
化
し
て
し
ま
う
。 

分
別
の
あ
る
行
動
を 

学
長
式
辞
（
抜
粋
） 

 

科
学
技
術
の
飛
躍
的
発
展

は
、
我
々
の
時
間
的
空
間
的
活

動
範
囲
を
大
き
く
広
げ
た
が
、

い
か
な
る
世
界
が
来
よ
う
と

も
、
社
会
の
規
範
に
忠
実
に
生

き
、
自
分
自
身
の
生
命
の
灯
火

を
灯
し
続
け
、
特
に
人
間
ら
し

い
「
分
別
有
る
行
動
を
と
る
」

よ
う
に
諸
君
に
訴
え
た
い
。 

 

金
沢
学
院
大
学
大
学
院
の
第
七
回
学
位
記
授

与
式
、
金
沢
学
院
大
学
の
第
十
七
回
卒
業
証

書
・
学
位
記
授
与
式
、
金
沢
学
院
短
期
大
学
の

第
五
十
六
回
卒
業
証
書
・
学
位
記
授
与
式
は
三

月
十
七
日
、
金
沢
市
の
石
川
厚
生
年
金
会
館
で

行
わ
れ
、
美
術
文
化
専
攻
科
の
三
期
生
を
含
む

合
わ
せ
て
五
百
四
十
三
人
が
晴
れ
の
門
出
を
迎 

え
ま
し
た
。
式
で
は
、
学
園
創
立
六
十
周
年

を
記
念
し
て
制
定
さ
れ
た
新
し
い
校
歌
が
、

式
典
で
は
初
め
て
斉
唱
さ
れ
ま
し
た
。 

新
し
い
校
歌
を
斉
唱 

学
院
大
・

短
大
卒
業
式 

一
学
校
法
人
金
沢
学
院
理
事
長

の
告
辞
に
続
い
て
、
大
西
節
子

短
大
同
窓
会
長
、
下
置
宏
子
大

学
同
窓
会
長
が
「
過
ち
て
改
む

る
に
憚
る
こ
と
な
か
れ
。
失
敗

を
正
す
こ
と
は
成
長
を
も
た
ら

す
大
切
な
姿
勢
で
あ
る
」
な
ど

と
激
励
し
ま
し
た
。 

答
辞
で
は
、
短
大
卒
業
生
代 

表
の
早
川
枝
里
さ
ん
が
「
学
び

の
心
を
忘
れ
ず
、
向
上
心
を
持

ち
続
け
た
い
」
、
大
学
卒
業
生
代 

表
の
岡
部
綾
乃
さ
ん
は
「
古
里

金
沢
、
そ
し
て
日
本
を
担
う
人

材
と
な
り
、
未
来
を
創
っ
て
い

き
た
い
」
と
誓
い
ま
し
た
。 

学
科
、
専
攻
科
、
大
学
院
の

証
書
・
学
位
記
お
よ
び
学
長
褒

賞
の
各
代
表
は
次
の
皆
さ
ん
。 

 

▽
卒
業
証
書
・
学
位
記 

山
上
佳

織
（
生
活
デ
）
竹
田
容
子
（
食
物
栄

養
）
池
田
智
子
（
日
文
）
舟
田
め
ぐ

み
（
国
際
）
米
谷
直
久
（
経
情
）
安

宅
康
至
（
産
情
）
小
林
沙
綾
（
ネ
ッ

ト
）
石
川
由
紀
子
（
美
工
）
飛
弾
恵

（
情
デ
）
六
川
啓
太
（
文
化
財
）
岩

野
亘
（
美
工
専
攻
）
米
澤
順
一
（
研

究
科
） 

▽
学
長
褒
賞 

向
柴
朋
恵
（
生
活

デ
）
谷
内
麻
衣
子
（
食
物
栄
養
）
西

田
香
織
（
文
）
出
口
敬
一
（
経
営
情

報
）
六
川
啓
太
（
文
化
財
） 

文
学
部
の
２
機
関
誌
刊
行 

 

金
沢
学
院
大
学
文
学
部
日
本

文
学
科
の
機
関
誌
「
金
沢 

日

本
文
学
」
と
国
際
文
化
学
科
の

同
「
金
沢 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
」
が
こ
の
ほ
ど
刊
行
さ
れ
、

同
学
部
の
新
年
度
入
学
生
、
在

学
生
ら
に
配
布
さ
れ
ま
す
。 

 

岡
田
君
が
日
春
展
初
入
選 

 

日
本
画
の
第
四
十
二
回
日
春

展
で
、
金
沢
学
院
大
学
美
術
文

化
学
部
二
年
、
岡
田
遊
虎
君
の

「
古
刀
」
が
初
入
選
と
な
り
ま

し
た
。
本
学
関
係
で
は
、
平
木

孝
志
金
沢
学
院
短
期
大
学
教
授

が
再
入
選
し
、
中
町
力
助
教
授

が
会
員
出
品
し
て
い
ま
す
。
日

春
展
は
三
月
二
十
八
日
か
ら
四

月
二
日
ま
で
、
東
京
の
松
屋
銀

座
で
開
か
れ
て
い
ま
す
。 

短
大
に
義
務

付
け
る
方
針

を
固
め
て
い

ま
す
。
金
沢

学
院
大
学
の

Ｆ
Ｄ
研
修
会

は
三
月
二
十

六
日
に
引
き

続
き
実
施
さ

れ
ま
す
。 

北
國
健
康
生
き
が
い
支
援 

事
業
で
短
大
が
公
開
講
座 

 

北
國
新
聞
社
の
北
國
健
康
生

き
が
い
支
援
事
業
金
沢
学
院
プ

ロ
グ
ラ
ム
第
二
回
と
し
て
三
月

十
日
、
短
期
大
学
の
公
開
講
座

「
考
え
よ
う
！
食
べ
る
大
切

さ
」
が
３
号
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
食
物
栄
養
学
科
に
今
春
入

学
予
定
の
高
校
生
や
中
高
年
な

ど
百
人
を
超
え
る
聴
講
者
が
、

噛
む
こ
と
の
大
切
さ
、
生
活
習

慣
病
、メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
、

食
育
、
食
品
の
機
能
と
安
全
性
、 

 
健康生きがい支援事業の公開講座 

加
賀
野
菜
に
つ
い
て
の
各
講
演

に
耳
を
傾
け
、
食
べ
る
こ
と
の

大
切
さ
を
再
認
識
し
ま
し
た
。 

 
答辞を読む岡部さん 

食
べ
る
こ
と
の
大
切
さ
再
認
識 

 

石
田
寛
人
学
長
が
、
短
大
、

大
学
、
美
術
文
化
専
攻
科
、
大

学
院
の
各
代
表
十
二
人
に
卒
業

証
書
、
修
了
証
書
、
学
位
記
を

授
与
し
ま
し
た
。
続
い
て
、
学

業
成
績
優
秀
者
二
十
九
人
に
対

す
る
学
長
褒
賞
を
学
科
、
学
部

の
代
表
五
人
に
手
渡
し
ま
し

た
。
世
界
学
生
柔
道
選
手
権
３

位
の
活
躍
を
し
た
山
口
麻
梨
菜

さ
ん
（
経
営
情
報
学
部
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
）
に
学

長
表
彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

 

石
田
学
長
の
式
辞
、
飛
田
秀


